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共通研究主題 一 「

新 しい学力観 に基づ く指導法 の研究

1共 通研究主題設定の理由

これか らの小学校教育 においては,社 会の変化に主体的に対応 し,た くましく生 きることの

で きる心豊かな人間の育成を目指 すとともに,一 人一人の児童の 自己実現 に必要な基礎的 ・基

本的な内容の指導を徹底 し,個 性を生かす教育の創造 に努めてい くことが大切であ る。

この ような教育を実現 してい くためには,児 童の内発的な学 習意欲を喚起す るとともに,自

ら学ぶ意欲や思考力,判 断力,表 現力な どを培い,個 性を重視 した授業の創造が必要であ る。

また,児 童一 人一人のよさや可能性 などを重視 し,自 己実現のために必要 な資質や能 力を養

うとともに児童の側に立 って肯定的な評価観 に着 目 しなが ら,指 導 と評価の一体化 に努めるこ

とが大切である。

このよ うな学習を推進す るに当たっては,次 のよ うな視点 か ら指導方法や学習材 の開発,評

価の方法等の改善を図 ってい く必要がある。

1一 人一人の児童に学習の課題をつかませ,進 んで課題の解決に当た り,充 実感や成就

感が得 られ るよ うな指導方法の改善を図 る。

2体 験的な活動や問題解決的な活動を通 して,児 童 自らが意欲的に学 習を進め ることが

で きるよう学習材の開発 と指導方法の改善を図 る。

3児 童一人一人が自分の よさに気付 くとともに,他 のよさを も認あなが ら,自 分のよさ

を積極的に生かす ことので きるよ うな指導や評価方法の改善 を図 る。

4児 童一人一人が深い思考力や的確な判断力に支え られた ものの見方や考え方等を豊か

に表現できるよ う学習材の開発 と指導方法の改善を図 る。

以上のよ うな改善の視点に立 った指導法を工夫 し,「個性的で生 き生 きとした児童」「た くま

しく心豊かな児童」を育成す ることが小学校教育 におけ る最 も重要な課題 と受 け止め本研究主

題を設定 した。
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H研 究の内容 ・方法

1各 分科 会 の研究主 題 につ いて

新 しい学力観 に立 った授業場面における児童の姿 は次のよ うに想定 され る。

(1)一 人一人の児童が 自分のよさや可能性を存分に発揮 している。

(2)一 人一人の児童が課題解決のために周囲の人的・物的環境 に積極的にはた らきかけている。

(3>一 人一人の児童が学んだ ことを新たな活動 に生か している。

(4)一 人一人の児童が他者 との良好な関係をっ くりあげて いる。

一方,教 師は 「一人一人の児童の主体的な活動を盛 り立てなが ら,必 要に応 じて児童 には

たらきかけている」 という姿が想起 され る。

そ こで本研究で は,上 記のよ うな授業を創造す るために 「一人一人の児童のよさを生かす

こと」「児童一 人一人が主 体的 に学習す ること」 「一人一人の児童が深 い充実感を味わ うこ

と」の観点 に立 って,特 に教師の児童 に対す る支援のあり方に焦点を当てて,各 分科会の研

究を進め ることに した。各分科会の研究主題 は,次 のとお りである。

・第一分科会 一人一人の 「よさ」を生かすための支援の在り方

・第二分科会 児童が主体的に学習するための支援の在 り方

・第三分科会 一人一人の児童が より深い充実感 を味 わうための支援の在 り方

2研 究の進 め方

共通研究主題を具現化す るために,各 分科会では次のような仮説を立てて研究を進 めた。

(1)一 人一人の児童の「よさ」を引き出 し,個 の 「よさ」を認め合えるようにし,個 に応 じた支

援を行 うことにより,主 体的・意欲的に学習 に取 り組んでい くことがで きる。(第一分科会)

(2)児 童一人一人が課題を もち,自 ら解決す るたあの学習活動を支援す ることにより,児 童

は主体的に学習す ることがで きる。(第 二分科会)

(3}児 童 自らの課題や見通 しを生か した多様 な学 習活動を教師が保障 し,一 人一人のよさを

認めることによ って,児 童 はよ り深い充実感を味わい,新 たな活動に取 り組んで い くこと

がで きる。(第 三分科会)

なお,研 究 を進めるに当た っては,特 に下記の事項に留意 した。

(1)授 業を通 して,具 体的な指導方法,指 導の手立てを検討す ること。

(2)共 通研究主題の もとに,他 の分科会の成果を生か しなが ら継続的に研究を進めること。

(3)先 行研究の成果を踏 まえて研究を進め ること。

(4)共 感的な児童理解を基 に,温 か い学級づ くりを進めること。
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皿 第一分科会

一人一人のよさを生かすための支援の在 り方

1分 科 会研 究主題設 定 の理 由

これ までの学校教育では,や や もすれば教師が中心 とな り,知 識や技能のみを重視 した り,

指導方法において も画一的な一斉指導が進め られがちであ った。指導内容によって は一斉指

導が必要で効果的な場合 もあるが,一 人一人の児童の 「よさ」を引 き出 し,発 揮 させ るため

に は一人一人の児童の個性や能力に応 じた授業の創造 に努 めてい くことが必要である。

本分科会で は,個 の 「よさ」を 『一人一人の児童の思いや願いを実現す るために,そ の子

どもなりに思考を した り,判 断を したり,表 現を した りする活動の中で発揮 され る個性的な

働 きであ り,周 囲の人たちか らも共感を得 られる もの』 とと らえた。

そこで,教 師は 「よさ」を引 き出 し,発 揮 させ るために,

・一人一人の児童が学校生活において,自 分の考 えを発表 した り,互 いの考 えを認めた りす

ることがで きるような学級経営を工夫す る。

・一 人一人の児童が興味 ・関心 を もてるように学 習環境を整え,学 習形態を工夫する。

・児童自 ら課題を設定 し,解 決に向けて活 き活 きと取 り組んでいけるように,一 人一人の考

えを尊重す る。

このような支援が大切であると考え,本 主題を設定 した。

2研 究 のね らいと仮説

児童一人一 人が意欲的に学習に取 り組むために,「 一 人一人のrよ さ』を生かす個に応 じ

た支援の在 り方 はどうあるべ きか」を研究のね らいと して,次 のような仮説を設定 した。

学習過程において下記の3点 で,個 に応 じた学習活動の支援をす ることにより,一 人一

人の児童の 「よさ」が生か され,意 欲的 ・主体的に学習に取 り組む児童を育成す ることが

できる。

○一人一人の児童が興味 ・関心を もっよ うな問題提示

○互いの 「よさ」を認 め合える活動の場の工夫

○学習をふ りかえさせる自己評価
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研究の構想図

社会の要請

・自己教育 力の育成

・基礎 ・基本 の徹 底

・個性 と創造性 の伸長

・文化 と伝統 の尊 重

一FT一

指導上の課題

・多面 的な児童理解 を図 る。
・個 を生かす指導法や支援

を工 夫す る。
・知識理解 を偏 った評価 に

ならない ようにす る。

共通研究主題

新 しい学力観 に基づ く

指導法の研究

R〒 一

_J

共通研究主題の分析

新 しい学力観 に基づ く指導法 では,児 童

自らが学 ぶ意欲 を もち,社 会 の変化に主体

的 に対応 で きる資質や能力 をを身につ ける

ことが もとめ られて いる。 そのために は,
一人一人 が潜在 的 にもっている個 の「よさ」

を引 き出 し,発揮 させ る ことが大切 で ある。

都の教育課題

・国際理 解教育の推進

・人権尊 重の教育の推進

・社会性 を育 む教育 の推進

児童の実態

・好奇 心が旺盛だが,学 習

意欲の持続性 に差 があ る
・自分で判断 し行動 しよ う

とす る子が少 ない。
・児童 によって人 との関 わ

りが不十分 である。

第1分 科会研究主題

一 人 一 人 の よ さ を 生 か す た め の 支 援 の 在 り 方

研 究 の 仮 説

学習過程 において下記の3点 で,個 に応 じた学習活動 の支援 をす るこ とに より,一 人一人 の児童 の
「よさ」が生 か され,意 欲的 ・主体 的に学習 に取 り組 む児童 を育成す る ことがで きる

○ 一人一人 の児童が興味 ・関心 を もつ ような問題提 示

○ 互 いのよ さを認 め合 える場 の工 夫

○ 学習 をふ りか えさせ る自己評価

研 究 の 視 点

学 習 過 程

個 を み つ め る 課 題 を つ か む 課 題 を解 決 す る 学 習 をふ りか え る

○経験 ・知識 ・技能 を想 い ○ 学 習 の め あ て を もっ 。 O自 分の方法 で解決 する。 (⊃学習 σ)成果を確 かめ る

児 起 こす 。 ○ 学 習 の 見通 しを もつ 。 資 料,情 報 を選 択 す る。 ○ 自己評価
経験 した こ と 既習の学 習 ・経験 を生 操 作,実 験,試 技 めあてが達 成で きたか

知 って い る こ と かす自分な りの解決方 ○解決で きない場 合,別 の わ か る ・で き る よ うに

童 で き る こ と 法 を考 え計画 を立て る。 方 法 を試 み る。 な っ た か

○学 習に対す る期待 ・願 い ○課題 の確認 や調 整 をす る。 ○ 自分の考 えを発表 す る。 楽 しく学習 で きたか
を も つ 。 友達 の意 見 を聴 き,参 発表の方法 を工 夫す る。 満足 で きたか

の こん な こ とを した い 考 に す る 。 ○友達の考 えを聴 け る 新たな課題を見つけたか
で き る よ う に な りた い ○互い に相談,助 言 しなが つ相互評価 をす る。

・:)友達 の 特 徴 を知 る。 ら学 習 を進 め る。 ○友達 や グルー プの伸 びを
活 友達の よい ところ を知 友達 のよい ところを認 認 める

る 。 め る 。 よ くな って きた こ_,

○ 全体の中での 自分 をつか 自分 の足 りな い と こ ろ で きる よ うに な っ て き
動 む9 に気 付 く。 た こ と を出 し 合 い認 め

合 う。

教
○ 多面的 な児童理解 をす る。

・個 を とらえる観点
○教科 目標 にそ った問題提

示 の工夫
○学習環境 を整 え る.

・教材,教 具 の充実

○成就観 ・満足感 をもてる
ような場 や評価の工 夫

興 味 ・関 心,学 力,理 ○課題 をつか ませ るた めの ・学習材の開発 ○ 自分の伸 びを確かめ るよ
師 解や作業の速度 思考, 工夫 ・スペ ー ス の 活 用 うに,自 己 評 価 を工 夫 す

生活経験 ・興 味 ・関 心 を喚 起 ・時間 の確保 る 。
の ・個 の とら え か た ・資 料,情 報 の 収 集 ・提 示 ●学習形態 の工夫 ・評価 計画

支
プ レ テ ス ト,観 察 ○見通 しを もたせ るた めの ・個 別 ,小 集 団,一 斉 ・ カ ー ド

自己評価,相 互評 価等 工夫 ●個 に応 じた対 応 つ 互 い の よ さに 気 付 くよ う

援 ○ っ け た い力 を明 確 に す る。
・つ まづ き の分 析,支 援

・カ ー ド等 の 作 成

・教 室掲 示 の 工 夫

・助 言 ・ ヒ ン ト カ ー ド に,相 互 評 価 を工 夫 す る。
・発 表 会 ・発 見 カ ー ド

F

育てたい児童の具体像
・学習課題 に主体的 に取 り組 み,意 欲的 に解決 してい く児童
・自らを評 価 し次の学習 に生 かせ る児童

・友 だちの よさを認 め,お 互 いに高め合 う児童
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3実 践事 例(第2学 年 生活 科)

(1)単 元名 「OOOラ ン ドを作 って遊ぼ う」

(2)単 元の 目標

・身の回 りの材料や 日用品,廃 材等を使 って動 くお もちゃを工夫 して作 ることがで きる。

・友達同士で作品を発表 し合い,友 達や異学年児童 と楽 しく遊ぶ ことがで きる。

〈具体的目標>

0生 活への関心 ・意欲 ・態度

・身の回 りにある材料を用いて,進 んでお もちゃを作 ろうとす る。

・色 々なお もちゃに関心を もって,楽 しく遊ぼ うとす る。

○ 活動や体験にっいての思考 ・表現

・お もち ゃの作 り方や遊 び方を工夫す ることがで きる。

・友達 と協力 して遊ぶ ことがで きる。

○ 身近な環境や自分についての気付 き

・身近な材料を上手に使 うと,楽 しいお もちゃを作 ることがで きる。

・友達や異学年児童 と楽 しく遊ぶ ことを通 して,教 えた り教え られ たりす るよ さに気付

く。

(3)研 究主題 との関連

① 「よさ」を生かす工夫

第一分科会で は,個 の 「よさ」 とは,「 一人一人の児童の願 いや思 いを実現 させるた

めにその児童 なりに思考 ・判断を し,表 現する活動の中で発揮 され る個性的な働 きであ

り,周 囲の人たちか らも共感 を得 られ るもの」ととらえ,生 活科においてはこのような

「よさ」を生かすための具体的な指導法の工夫を次のように考えた。

○ 学習環境 を整え,学 習形態を工夫す る

材料や道具をできるだけ豊富に揃えるとともに,活 動 しやすい場を設定 し,児 童に

意欲が湧 いて くるようにする。 また,活 動の場 を教室だけでな く,活 動内容 に応 じて

場の設定を工夫 したり,学 習形態 もグループ学習や個別学習に応 じて工夫 した りす る。

○ 一人一人の考えを大切 にす る

本単元で は,児 童 の一番好 きなお もちゃを題材 に して,「 手作 りの世界にひ とつ し

かないお もち ゃをつ くろう。」 と興味 ・関心を もたせ るとともに,児 童が これまで生

活の中で身に付けて きた技能 や知識を精一杯はた らかせて,自 分の描 いたお もちゃに

よ り近い ものを作ることがで きるよ うに励 ます。
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○ 自分の考えを表現 した り,考 えの違いを認め合えるよ うにす る。

本単元の学習では,友 達や周 りの ものの 「よさ」取 り入れ ることの ことの大切 さを

確認す る。一人一人の児童の意欲を喚起するために 自分のアイデアを大切 にさせ,友

達の 「よさ」や参考にな るところを取 り入れて もよいことを知 らせ,友 達同士で協力

した り手伝 った りす ることがで きるよ うにす る。

○ 評価を工夫す る。

一人一人の児童 に期待する姿を明 らかにするとと もに,1時 間1時 間の授業にお け

る児童の活動の様子や児童 と教師及び児童相互の人間関係をっぶ さに見っめ,一 人一

人の児童の個性を生かすように評価を行 う。また,児 童が 自分の学習の仕方や態度を

振 り返 り,新 たな学習への意欲が高まるよ うな評価 を工夫す る。

② 教師の支援

一人一人の児童の 「よさ」が発揮で きるよ うにす るには,教 師が児童の興味 ・関心 ・

意欲を大切に してい くことが重要であ る。本時の生活科の授業において も,教 師の役割

を 「計画者」「指導者 」「支援者」と位置付け,児 童の 「よさ」を引 き出 し,発 揮 させよ

うとした。

○ 計画者(プ ランナー)と して

・生活科 は具体的で体験的な活動の連続であ り,そ の活動の中で児童の偶発的な活動

も見通 した事前の計画が大切である。

・教師は児童の興味 ・関心等 についての理解を深めて,児 童 と同 じ視線で学習材を探

した り調べたり して,こ れ らに基づいて活動計画を立てる。

○ 指導者(リ ーダー)と して

・教師 は児童にどのような活動や体験を させ,何 に気付かせ るかなど,ね らいを達成

するための手立て と見通 しを もっ。

・活動の場面では,「 子どもと一緒 に作 るとい う姿勢」を もっ。

・資源の大切 さに も触れ,道 具の使い方などの安全にっ いて もきちん と指導す る。

○ 支援者(サ ポーター)と して

・教師は事前 に見通 しをもって指導計画を立て るが,児 童たちの活動が始 まると支援

者 としての立場に立っ。

・児童の意欲や 自発性を大切 に し,認 め励 まし,教 師 自身が児童の活動に共感的に接

す る。
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(4)児 童の実態

○ 子ど もたちは,作 業や観察を した り,調 べたりす る体験的学習が主な生活科が大好 き

であ る。初めて知 った ことや見た こと,経 験 した ことな どを盛んに発表 したがる。

お もち ゃにつ いて は,1年 生でブ ンブンごまや どん ぐりごま作りを行 った。紙飛行機

などの遊 び道具作 りは,喜 んで行 う。

○ 理解や作業の遅れがちな子に対 して は,ほ とん どの子が手を差 し伸べよ うとす る優 し

さがあ る。 しか し,一 緒 に考えてい くときの手順や手立てがわか らないために,押 しっ

けが ま しくな って しまうことが 多い。

(5)活 動計画(全10時 間扱い)

① 動 くお もちゃを作る。

②OOOラ ン ドを作 る。

(6)本 時の展開

① ね らい

② 展開

3/10時

・動 くお もち ゃを考え よ う。

・動 くお もち ゃを作 ろ う。

・000ラ ン ドの 計画 を 立て よ う。

・000ラ ン ドで遊 ぼ う。

・動 くお もち ゃを作 る。

・自分 や友 だ ちの よ さに気 付 く。

2時 間

3時 間

3時 間

2時 間

評価基準(◎ 関心・意欲・態度 ○思考・判断 △表現 口気付き)

児 童 の 活 動

○ お もち ゃ作 りを始める。◎○

○作品を見せ合 った り,

工夫 した り改良 したりする。◎△口

相談 し合 った りして

○ 自分の作品の よさを発表す る。△○

教 師 の 支 援

・材料 と道 具 は ,使 い易 いよ うに コー ナー に

置 き,そ ろえ て お く。

・作 業場 と遊 び場 を分 けて お く。

・修 理 ・お助 け工場(教 師担 当)を 用意 す る。

・遊 び →工夫 と繰 り返 し行 うよ うに させ る。

・友 だ ちの作 品 の よ い とこ ろを 見 るよ うに さ

せ る。(動 き方,で き上 が り,動 か し方等)

・作 業 の困難 な子 に は援 助 す る。

・友 だ ち と一緒 に遊 ん だ り,競 争 させ た りす

る。

・さ らに工 夫 で き る ところ を考 え させ る。
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③ 評価 ・動 くお もち ゃが作れたか。

・自分や友達のよさに気付いたか。

(7)考 察

本時の学習で は,一 人一人の児童の思い描いた設計図を参考 に しなが ら,お もち ゃ作 り

を行 った。 また,材 料や道具をで きるだけ豊富に揃え るよ うに学習環境を整えた。

そ こで,児 童 は設計図と用意 された材料や道具を前に して,意 欲的にお もちゃ作 りを行 っ

た。形や模様を工夫 してい る,自 動車の車輪の取 り付 け方に努力 している,浮 力を考えな

が ら船作 りに励んでいる,ゴ ムを動力と して利用 しよ うと考えているとい うように,一 人

一人の児童が課題の解決 に向けて活動 していた。

しか し,例 えば,牛 乳キ ャップを車輪 に して も動かないと指導者が分か っているときに,

児童にどのよ うに働 きかけるのが 「支援」なのか,支 援の時期 と方法にっ いて詳 しく考え

ることが課題と して残 った。また,年 間指導計画の中で,他 教科の学習内容 との関連 を しっ

か りと位置付けてお くこと,自 己評価法の工夫,環 境の整備等が課題 と して残 った。

4研 究 の まとめ と今後 の課 題

本分科会では,研 究の仮説に基づ いて実証授業を行い,そ の結果,次 のよ うな ことが明 ら

かにな って きた。

(1)研 究の成果

① 個の興味 ・関心 ・技能 ・知識 ・願いを生か した学習過程 を通 して,一 人一人の児童の

「よさ」を発揮 させ ることがで きた。

② 互いに認め合 う場を設定す ることによって,意 欲的に知識や技能を身に付けよ うとす

る態度がで きた。

③ 学習カー ドなどを活用 し,自 己評価 ・相互評価をさせることによって,新 たな意欲を

もたせる ことがで きた。

(2}今 後の課題

① それぞれの学習場面でどのようなことが 「よさ」なのか,ま た,そ れを生かすにはど

のよ うな支援が適切 なのか,共 通理解を深める。

② 児童の発想や選択 を尊重 しなが ら,学 習計画やね らいを達成 してい く方法を工夫す る。

③ 自分や他の 「よさ」を認 めることがで きる評価方法を工夫す る。
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N第 二分科会

児童が主体的に学習するためにの支援の在 り方

1分 科会研 究主 題設 定 の理 由

新 しい時代 に生 きる子 どもた ちに求め られ る資質は,「 何事に も興味 ・関心を もって取 り

組む意欲や態度」や 「いかなる困難にぶつか って も強 くた くましく乗 り越え ることので きる

強靱な意志 力」,「課題を解決す るために必要な思考力や判断力,創 造力,想 像力」等であ る

と考える。

そ こで本分科会で は,こ れまでの教師が中心 とな って授業を進めがちであった授業形態を,

児童一人一人が 自ら課題を もち,そ の課題を自 ら解決で きるよ うに,教 師がす ることによ り,

児童は主体的 に学 習す るようになると考えた。そ して,そ のために必要な教師の支援 の視点

を次のように定めた。

(1)興 味 ・関心が もて るよ うな学習材 を用意す る。

(2)課 題解決に必要な学 習材や学習情報を用意する。

(3)自 己実現の喜びや成就感を もたせ るよ うにする。

教 師が この ような視点に立 ち,支 援を行 うことによって,一 人一人の児童が主体的 に学習

に取 り組むよ うになると考え,研 究主題を 「児童が主体的に学習す るための支援の在 り方」

と設定 した。

2研 究の ね らい と仮 説

児童一人一人が主体的に学習に取 り組むために,学 習活動をどのように支援すれば よいか

を明 らか にす るため,次 のよ うな仮説を設定 し,研 究を進め ることに した。

児童一人一人が 自 ら課題 を もち,そ の課題 を自ら解決で きるように,教 師がす ることに

より,児 童 と主体的に学習す るよ うになる。
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研究の構想図

(教育課程改善の方針)

○心の教育の充実
〔⊃自己教育力の育成
●基礎 ・基本の重視 と個性化教育
の推進

り文化 と伝統の尊重 と国際理解教
育の推進

(指導土の課題)

考
活

活

思
の

習

ス
器

学
足

ナ
機
足
的
不

イ
育
不
験
の

マ
教
用
体
動

・結 果重視 主義
・個 に応 じた支

援 の不足

共通研究主題

し

づ

究

新

基

研

い 学 力 観 に

く 指 導 法 の

(都の教育課題 と重点)

学校の課題
・人権尊重教育の推進
・社会性 を育む教育の推進
・国際理解教育の推進

指導の重点
・学習指導の改善 ・充実
・生活指導 ・進路指導の充実
・健康 ・安全指導の充実

一
〈共通研究主題の分析〉

新 しい学力観 に基づ く指導 法で は,児 童 の内

発 的な学習 意欲 を喚 起 し,自 ら学ぶ意欲,関 心,

態 度,思 考力,判 断力,表 現 力等 を育 て ること

が求め られて いる。

したが って,児 童 が内発的 な学習意 欲 に支 え

られて,主 体的 に学習活 動 を行 うこ とがで きる

ような教 師の支援 の在 り方が重 要 となる。

(児童の実態)

☆情報量が豊富 ★意欲の不足

☆好奇心旺盛

☆体験的学習 を

好む

★教師の指示待
ち傾向

★表現力の不足

第2分 科会研究主題

児童が主体的に学習するための支援の在 り方

〈研究 の仮 説 〉

児童一 人一人 が自 ら課題 をもち,そ の課 題 を自 ら解決 で きるよ うに教 師が支 援す る ことで,児

童 は主体 的 に学 習す る ようになる。

〈研究の視点〉

過程 課 題 を つ か む 課 題 を 解 決 す る 課題 を達 成 し、発展 させ る

児
○学習材か ら興味 ・関心 をもち,自

分の課題 をつかむ。

○自分な りに課題 解決の方法 を考え,

取 り組 む。

○ 自己評価 する。

童 ○学習 の成 果 を情 報交換 し,互 いに

の ○課題に対して今までの学習や経験 ・課題解決 に役 立っ資料 や材料 をみ 認 め 合 い,高 め 合 う。

活 を生 か し,解 決への見通 しや計 画 つ け て調 べ る 。

動 性 を もつ。 ・自分 の考 えを発表す る。 ○学習 した ことを生か す。
・友達の考 え も参 考にす る。

○個 々の実態 を把握 し,興 味 ・関心 ○課題解決に必要な学習材や学習情 ○ 自己評価 の場 を設 ける。

が もてる ような学習材 を用意 す る。 報 を用意 する。
教 ・学習材 の精選 ・教育機器 の活 用 ○解決 への努力 を認め,励 ます。

師 ・視聴覚教 材の利用 (VTR,コ ン ピ ュー タ,OHP,

の 映写機等) ○成就 感や満足感が もてるよ うな学

支 ○一人一人 の課題 を検討 する。 ・学 習 シー トや ヒ ン トカ ー ドの 用意 習成果 の発 表の場 を設 ける。

援
○解決 に必 要な時間 を保 障す る。 ○発 展的課題への意欲づ けをす る。

○学習形態 を工 夫す る。

〈育てた い児童像 〉

・自ら課題 をつかむことが できる児童

・課題を自ら解決 することがで きる児童
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3実 践事 例(第6学 年 体育 科)

Ill単 元名 機械運動 「跳び箱運動」

(2)単 元のね らい

(3)研 究主題 との関連

本分科会の研究主題である 「児童が主体的に学 習す るための支援の在 り方」を受け,体

育の授業で は児童が主体的 に取 り組む ことがで きる学習過程 を 「課題 をつかむ」「課題を

解決す る」「課題を達成 し,発 展 させ る」 と押 さえ,学 習に対す る児童の姿を下記のよ う

に設定 した。

① 運動の内容が分か り,方 法や順序が分かる。

② 試 してみて,自 分の力が分かる。

③ どんな学習を して,ど こに目標を設定するのか,自 分の力に適 した課題をっかむ。

④ 解決の方法(練 習方法)が 分か る。

⑤ 自分にあった学習計画が立て られ る。

⑥ 安全に気をっけ,約 束を守 り,助 け合って,根 気強 く練習がで きる。

⑦ 進歩の状況が分か り,評 価 ・反省 して次の課題 をっかむ。

また,上 記①か ら⑦ に見 られ るような児童の姿を具現す るために,つ ぎの ような教師の

支援が大切 であ ると考えた。

0運 動 にっいてのオ リエ ンテーシ ョンを十分に行 う。 ①

○ 自分で課題をっかめない児童 に助言する。 ②

○易か ら難へと達成可能 な発展的課題の意欲づ けをす る。 ③

○学習材 ・学習形態 ・学習環境の場の設定 にっいて工夫する。 ④⑤⑥

○児童の考えを大切 にす る。

○課題解決に必要な時間を確保す る。

○認め励 ます ことで意欲をもたせ る。

0自 分 もで きたという体験を重ね させ成就感や満足感を味わわせ る。

(4)児 童の実態

明る く闊達な児童が多い。与え られた課題に対 しては,こ っ こっと真面 目に取 り組む。

しか し,自 ら課題を見出そうとす る姿勢があま り見 られない。また,創 意工夫 して課題を

解決 しよ うとす る態度 もあ まり身に付いていない。そこで,本 研究主題にあるよ うに,児

童が主体的に学習す るための教師の支援 が大切であ ると考えた。

⑦

⑥

⑥

⑥

⑦
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本 時 の体育 の 学習 に対 す る児童 の 実態 は,次 の とお りであ る。

・体 育 の学 習 好 き… …20名 普通 … …11名 嫌 い… …1名

・跳 び箱運動 好 き… …21名 普 通 … …10名 嫌 い… …1名

・跳 び箱運動 で は 「新 しい技が で きるよ うに な った と き」 にや る気が 出 て くるの に 対 して
,

「跳べ ない と き」 「前 に跳 べ たの に跳 べ な くな って とき」 にっ ま らな い と感 じて い る。

・上 達 す るに は 「繰 り返 しの練 習 」 「で き る人に教 わ る」が 多 くあ げ られ て い る
。

(5)学 習 過程 〈跳 び箱運動:4時 間6回 扱 い〉

段 階 課 題 を っ か む 課 題 を 達 成 し,発 展 す る

回 112 3(本 時)45 6

関 0進 んで運動 に取 り組 も O技 に挑戦す る楽 しさや技がで きる楽 しさを求めて意欲

心 うとす る。 的に運動 しよ うとする。
査

ね 最 ○励 まし合 って運動 しよ ○友だちの動 きを見て,互 いに励ま し合って運動 しよう

熊
う とす る。 とす る。

、

度 ○ きまりを守 り,場 の安全に留意 して運動 しようとす る。
り

思
考

0自 分に適 しためあてを ○ 自分のめあてを達成す るために,活 動の仕方を考えた

い

9

判
断

み つ け,学 習 の 見通 し

を もつ こ とが で き る。

り練習法補を工夫 した りすることができる。

技 ○安定した動作で自分の ○踏み切 りから着地 まで安定 した動作で開脚跳 び ・かか

能 跳べ る技 がで きる。 え込み跳 び ・頭はね跳 びがで きる。

OVTR,図,学 習 資料 ○自分のめあてを達成するた O自 分のめあてが達成で

学 で跳び箱運動の学習の め に,工 夫 して練 習す る。 きたか確かめる。

ね らいや方法を知 る。 0自 分のめあて について,追 0学 習の成果を発表 し確

習 ○開脚跳び,か かえ込み 加 ・修 正 をす る。 かめ 合 う。

跳び,頭 はね跳 びを し 《めあて①》 ○互いの進歩を認め合 う。

活
て自分の力を知 る。

○ 自分に適 しためあてを

○今で きる技 に取 り組み,で

きばえを確かめる。

も つ 。 《めあて②》

動 0学 習の場の使い方やき ○少 し努力すればできそ うな

ま りを知 る。 めあてを決め る。

○学習カー ド等で運動の ○学習資料 やカー ドを もとに 0互 いに進歩 した ところ

教 方 法 を知 らせ る。 めあてを明確 にっかませ る。 を 見い出 し,成 就 感 ・
師
の ○技能の ポイン トを確認 《めあて①》 満足感を もたせ る。

支 させ る。 ○踏み切 り ・着手 ・着地 に気 0互 いの努力を認め合い,

援 ○ 各自に適 しためあてが を っ け させ る。 達成できた ものを確認
・

留
意

もて るように助言す る。

○学習の きま りや場の設

《めあて②》

○練習の場での ポイ ン トをお

させ る。

点 定の仕方を理解させ る。 さえ,必 要 に応 じてめあて

を修正 させ る。
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(6)本 時の学 習

① 本時のね らい

心

欲

度

関

意

態

思考

判断

技能

○めあてに向か って,根 気強 く運動 しよ うとす る。

○互 いに励ま し合いなが ら運動 しよ うとす る。

Oき まりを守 って,安 全に留意 して運動 しよ とうす る。

○ 自分のめあてを達成するために,

る。

練習方法を考えたり工夫 したりす ることがで き

0踏 み切 りか ら着地 まで安定 した動作で開脚跳 び ・かかえ込み跳び ・頭 はね跳 びがで

きる。

② 本時の展開

時 学 習 活 動 教 師 の 支 援 ・留 意 点 評 価

3
1.集 合 し,整 列す る。

2.準 備運動 をす る。

O本 時の学習への意欲を高める。

40

3.跳 び箱の準備をす る。

4.跳 び箱運動をする。

《めあて①》

○今で きる跳び越 し方や高 さ ・向 き

に挑戦 しで きばえを確かめ る。

《めあて②》

○少 し努力すればできそ うな跳 び方

や跳 び箱(高 さ ・向 き)に 挑戦 し,

で きばえを確かめる。

○安全に気をっけて準備 させる。

○ 自分の力やめあてに合った練習を

根気 よ くや っている児童に賞賛や

励 ましの言葉かけをす る。

○踏み切 り ・着手 ・着地な どに気を

つ けるよう助言す る。

○めあてに向か って繰 り返 し取 り組

んでいる児童を賞賛す る。

○めあてを達成 した児童を全体 に紹

介す る。

}一 一

〇 自分 に適

しためあ

てを もて

たか。

○ 自分ので

きばえを

確かめる

ことがで

きたか。

45

5.本 時 の学 習 を振 り返 り,次 時 の

め あて を もたせ る。

6.整 理 運動 をす る。

7.片 付 けをす る。

○学習の振 り返 りを具体的 に行 うこ

とによ り,次 時のああてを もて る

よ うにす る。

○めあてに

向か って

進んで運

動 したか

一14一



(7)授 業の考察

○ 本時の学習では,課 題をつかむ段階で,VTR教 材 や学 習カー ド等を使 って十分なオ

リエ ンテーシ ョンを行 ったため,一 人一人の児童が学習のめあてを もって取 り組み主体

的に学習す ることがで きた。 それは,児 童が跳 び箱に興味 ・関心 を抱 いたため」「児童

が自分の能力にあ っためあてを設定す ることがで きたため」等によるもの と考える。

学習終了後,児 童の学 習カー ドにrわ た しは,テ レビを見て(VTR教 材)自 分の 目

標が はっきり した。跳び箱 はあまり好 きではなか ったけれど,少 しやる気が出ま した。』

とあったが,教 師の支援の一っであると押 さえた 「オ リエ ンテー ションを十分に行 う」

ことの効果が出た もの と思われ る。

○ 一人一人のめあてを生かすために,授 業でめあて① とめあて②の流れを取 り入れた。

めあて①で,今,も っている力で運動を楽 しむ ことにより,成 就感,満 足感 を児童が十

分に味わ うことがで き,難 しいことや新 しいことに挑戦する意欲が湧いて くることが分

か った。

児童の学習カー ドに,r私 は,開 脚跳びで第一踏み切 りを遠 くか らす ることをめあて

① に したけれど,何 回か練習 して前より しっか りで きるよ うにな ったので,め あて② の

かかえ込み跳 び箱第五段横を跳ぶ ことがで きるようになりま した。』というものがあ っ

たが,こ れ も教師の支援の一つであると考え,i易 か ら難へ と達成可能な発展的課題 に

よる意欲づけをす る。」を実証 したものと考える。

○ 本時を通 して,次 の ことが今後の課題 として明 らか とな った。

・学習カー ドなどの活用を通 して児童一人一人が 自己評価がで きるよ うにな ったが児童

相互による評価法の開発や評価の工夫が必要である。

・教師が児童一人一人の学習のめあてに対 して,適 時,適 切な支援を行え るような方法

等の開発や工夫をす る。
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4研 究 の ま とめ と今後 の課 題

(11研 究の成果

本分科会では,児 童が主体的に学習す るための支援の在 り方 に視点をお いて,新 しい学

力観に基づ く指導法の研究を進めて きた。 この研究の中では,児 童が学習課題をっかみ解

決 に向けて活動する一人一人の児童を教師が どう支援 して い くかに着 目 し,「課題をっか

む 」「課題を解決する」「課題を達成 し,発 展 させ る」の学習過程 ごとに教師の支援の在り

方 と児童の姿を明 らかに して きた。

その結果,次 のことが明 らかになった。

・課題 をっかむ段階

興味 ・関心が もてるよ うな学習材を用意することによ って,課 題解決への見通 しを も

ち,自 分で学 習計画を もて るよ うにな った。

・課題を解決する

視聴覚教材(VTR,OHP,映 写機,掛 け図等)や コ ンピュー タ,図 書教材など課

題解決に必要な学 習情報を適時,適 切に提供す ることによって,児 童は学習 コー スの選

択が可能 とな り,解 決の方法が分か り,主 体的に学習に取 り組む ことがで きるようにな っ

た。

なお,コ ンピュータを活用 した授業では,一 人の児童が コンピュータを一台使用す る

よ り,二 人の児童が一台の コンピュー タを活用する方が,児 童相互の情報交換や解決方

法の見直 しが図 られ,課 題解決には良い結果を示す ことが分か った。

また,児 童相互の情報交換や解決方法の見直 しが図 られ るよ うにな った。

・課題を達成 し,発 展 させ る

児童の 自己評価の場を設 け,教 師の一人一人の児童に応 じた適切な賞賛や激励 によ っ

て児童 に新 しい学習課題への意欲づけをすることがで きた。

(2)今 後の課題

・教師が児童一人一人の学習のめあてに対 して,最 も適切な支援を行 うことがで きる方法

の開発や工夫をす る。

・学習過程の各段階 ごとの教師の支援の在 り方 とともに
,全 教育活動における支援の在 り

方 も研究する。

・児童相互 による評価の研究 をす る。
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V第 三 分 科 会

+人 の児童がより深逸 彗 を唖 璽 の支援の棚

1分 科 会研 究主題 設定 の理 由

今 日の学校教育では,基 礎 ・基本を重視 し,児 童…人一人の個性を尊重 し,社 会の 変化に

主体的に対応で きる能 力の育成が求め られて いる。それ らの具現化のためには,意 欲的に問

題に取 り組む姿勢,問 題解決のための知識や情報を活用す る能力,他 者を尊重 しなが ら協力

して問題解決 にあたる態度などが必要である。言い換えるな らば児童が興味 ・関心を もち,

自ら学 び,考 え,判 断 し,表 現することがで き,自 己実現を目指す ように しなければな らな

い。すなわち自己教育力を高めることが新 しい学力観による教育が 目指す ところである。そ

の自己教育力を高めてい くためには,児 童を主体に した学習指導を推 し進めていくことが大

切である。

児童の側にたった学習指導,一 人一人の課題や 見通 しを生か した多様な学 習活動を推進す

る中で,児 童 は課題 を達成 した うれ しさや,新 たな学習活動への意 欲のみな らず,友 達や教

師か ら,自 分の よさを認め られることの喜び も得 られ るのではないかと思われる。 そ して,

その時児童 はより深 い充実感を味わえ るのではな いか と考え る。それは受 け身的な活動か ら

は得 られない主体的 ・能動的な学習活動 のみによって,得 られるところの充実感であ る。

2研 究 のね らい と仮説

本分科会では,「 支援」を児童の意志を尊重 し,児 童の主体的 な学習活動を促す ものと し

て とらえ,以 下の ような研究の仮説を設定 した。

児童 自らの課題や見通 しを生か した多様な学習活動を教師が保障 し,一 人一人の よさ

を認め ることによって,児 童はより深い充実感 を味わい,新 たな活動 に取 り組んで いく

ことができる。
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研究の構想図

教育課程改善の方針

・心の教育の充実

・自己教育力の育成

・基礎,基 本の重視と個性

化教育の推進
・国際理解教育の推進

共通研究主題

新しい学力観に基づく指導法の研究

rつ

→ 新しい教育観 ト
L」

教育課題の重点

・人間尊重の教育の推進
・社会性 を含む教育の推進
・国際理解教育の推進
・学習指導の改善,充 実
・生活指導,進路指導の充実
・健康 ,安 全指導の充実

r

社会の変化への対応

[目 的]

、
、
、

、

、
、

、

、
、

、

、

、

、
、

新 し い 学 力 観

　團
rコ

○学習意欲 ・かかわ り
○思考力 ・判断力 ・表現力 ←
○知識 ・技能

L-_ 基 礎 ・基 本 _J

「

既
習
内
容

経

験

個 性 尊 重

[方 法]

!

ノ

!

!

L

、
、

、
基 礎 ・ 基 本

[も と]

」

《共通 研 究主 題の 分析 》

新 しい学力観に基づく指導法では,・ 個性の尊重 ・基礎基本の重視 ・社会の変化に主体的に対応できる能力
の育成が互いに響 き合 うような形(新 しい教育観)で 具現化されなければならない。

そこで,従 来の教師主導のパターンか ら,児 童の内発的な学習意欲を喚起 し,児 童の側にたつ学習指導が展

開される必要がある。そのためには,学 習環境,指 導方法,評価における望ましい教師の在 り方が重要 となる。

第3分 科会研究主題
一人一人 の児 童が よ り深 い充 実感 を味 わ うた めの支援 の在 り方

《研究の仮脱》

児童自らの課題や見通 しを生か した多様 な学習活動 を保障 し,一 人一人のよさを認 めるこ
とによ り,児 童 はより深 い充実感 を味 わい,新 たな活動 に取 り組 んでい くことができる。

r 「

研 究 の 視 点
L J

一

指 導 方 法 評 価
一

・児童の側 に立 った多様 な学習形態 を取 り入れ る。
・学習時間 の弾 力化 を図 る。
・指導形態 の工 夫(T・T等)を す る。
・学習順序 の弾 力化 を図 る。
・学習の見通 しをもたせ る。

・学 んだ ことの生活化 を図る。
・児童か らの課題 提起 を学習 にいかす。

・学習の プロセスを重視す る。

(子供の良 さをみ とる。)
・自己評価,相 互評 価 を取 り入れ る。

・興味 ・関心,意 欲 の評価 を重視 する。
●熾 な関わりを棚 る.懸 姦

先

学 習 環 境
・学習 スペ ースを工夫す る。 ・体 験学習 の場 を設定す る。
・活用で きる学習材 を豊富 に揃 える。 ・地域の教材 化 を図 る。

育てたい児童像

①
②
③

自 ら進 んで課題 を見つ け,取 り組 む ことがで きる児童
たが いにかかわ りあい,高 め合 うことがで きる児童

学んだ こ とを生 活の中 に生か してい くことがで きる児 童
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3実 践事例(第6学 年 社 会科)

(1)小 単元名 「移 り変わ る社会」

(2)小 単元の目標

○ 歌舞伎や浮世絵,国 学や蘭学 について調べ,町 人を中心 と した文化が起 こった こと,

政治の行 き詰 まりを変えよ うとす る新 しい学問が起 こった こと,国 の内外の変化によ り

開国を余儀な くさせ られた ことをとらえ ることがで きるようにする。

○ 年表 ・写真 ・文書資料か ら,こ の時代の特色を多面的にとらえることがで きるように

する。

〔観点別評価基準〕

○ 社会的事象への関心 ・意欲 ・態度

・進んで江戸時代の社会の移 り変わ りについて調べよ うとす る。

○ 社会的な思考 ・判断

・江戸時代の社会はどのように移 り変わ っていったのかを考え る。

・幕府の支配 力がど うして弱まって きたのかを考える。

○ 観察 ・資料活用の技能 ・表現

・調べた ことをまとめ,年 表や資料を活用 して発表会で発表することができる。

・他のグループの発表で良 い所を取 り入れ,自 分 たちの発表に生かす ことがで きる。

○ 社会的事象 にっいての知識 ・理解

・江戸時代の社会の移 り変わりの様子について理解す ることがで きる。

(3)研 究主題 との関連

く学習環境 について〉

児童一人一人に,そ の子な りの学習方法で主体的 に学習を進め させてい くたあには,児

童の要求 にこたえ,児 童が 自由に選択 し,活 用で きる多種多様な学習材を豊富にそろえる

ことが大切であると考えた。また児童の学習意欲を喚起す るために,学 習の内容やスタイ

ルに合わせた学習スペースを広げてい くことも有効な手段であると考えた。

さらに,児 童 自身が対象物に直接働 きかけ,見 た り触れたりなど諸感覚を使 って学習す

る活動 を通 して,児 童 に学ぶ ことの楽 しさや成就感を体得 させたい。

○学習スペースを児童が 自己選択で きるよ うにする。

○視聴覚機器を 自由に使用することができるよ うにす る。

○資料を探 し易 いよ うに整理 してお く。
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〈指導方法 にっ いて〉

児童が学習の主体者 として積極的に活動 し問題を解決す る授業への改善を目指 し,多 様

な学習形態や学習活動を取 り入れるよう考えた。 また,個 に応 じるために効果的な指導方

法を導入す ることも必要であると思われる。

○ 自分で調べたいことを選択で きるようにす る。

○ グループで話 し合 い,お 互 いの考えを知 り,自 分の考えをより明確 にで きるようにす る。

○少人数で グループ学習 を進 め,一 人一人の考えを大切にす ることがで きるようにする。

○発表方法を自分たちで考え,計 画的に準備す ることがで きるようにす る。

〈評価 にっいて〉

児童の側に立 った評価 とい う発想 に基づ き,児 童一人一人が学習の過程で,ど のよ うな

点 に興味 ・関心を抱いて いるのか,つ まずいている箇所 はどこかなど,学 習展開に合わせ

て個に応 じた評価とその対応が必要である。

また,自 己評価,相 互評価を重視することで,自 分 自身の学習方法を見直す と同時 に,

児童相互の励 ま し合い認め合 いが行われ,学 習意欲の一層の向上にっなが ると考えた。

○ グループで学習を進め る中で,友 達の考えを認めた り,自 分の考えにそれを取 り入れた

りしてい くことができるよ うにす る。

○学習を進 める中で,自 分の考えを明確にする場面を取 り入れ る。

(4)児 童の実態について

学級の雰囲気は明 るく,活 発であ る。男女の仲が良 く,班 活動など男女協力 して もの ご

とに取 り組む ことがで きる。決め られ たことなどはきちん と守 り,て きぱきと行動す るこ

とができる。

歴史学習に対 してたいへん興味を もっている。そ して,未 知の ことにっいて積極的に知

りたいとい う意欲 ももっている。 この児童の気持 ちを生か して い くことが大切であ る。

また,歴 史上の人物につ いて もあま り知 らないので,焦 点をあてて取 り上げてい くこと

が効果的である。

1学 期に行 った歴史新聞作 りで は,そ の時代にっいて 自分の考えを社説 という形で表 し

たが,個 別学習だけでは,な かなか考えが深 まらない児童 も見 られた。

今 までに,「 聖武天皇 と奈良の大仏」「3人 の武将 と天下統一」の小単元で今回の学習方

法 を取 り入れてきたが,児 童 はたいへん意欲的に学 習活動を行 っていた。 しか し,発 表方

法が内容に合 っていない面 も見 られたので,自 分たちが調べた ことを友達にわかるように

発表方法を工夫 して いくことの大切 さを教え させたい。
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(5>単 元の指導計画(8時 間扱 い)

学 習 活 動 ・ 内 容 教 師 の 支 援 等 評 価

○絵や文章 などを手がか りに,町 ・歌舞伎の ビデオや浮世絵等 ・自分 が何 にっ

人の台頭の様子とその文化の特 を見せ,学 習の意欲づけを いて調べ るか

つ
色,農 村 の様子,さ らに,社 会 す る。 明確にす るこ

の移 り変わ りにつ いて調べ る学 ・児童が問題解決に必要な資 とが で きたか。

習問題を設定 し学習に対する意 料を自由に選択活用で きる
か 1

欲 を もつ。 よ うにす る。

・問題解決 に有効 ・適切な資

む
料 を準備 し,紹 介す る。 ま

た児童の持 ち寄 った資料 も

紹介する。

0町 人文化,農 民の生活 ・百姓一 ・学習手順が明確でない児童 ・資料 を効果的

揆や打 ちこわ し,国 学 ・蘭学の の ため に,ヒ ン トカー ドを に活用 し,ま

取 発展開国等にっいて個人で調べ 用意 す る。 とめることが

5 たいことを明確 に して調べ る。 ・効果的な図書資料の活用方 で きたか 。

法 と して コ ピーを 利用 す る。 ・調 べて 分 か っ

り ◎調べた ことを基にグループでま
・発言の少ない児童に調べた たことを基に

,一.

本 とめ,情 報を交換 しあ う。学習 ことを もとに意見を言 うよ グループで内

時 問題に対する自分の考えを明確 うに助言す る。 容を まとめる

組
3 にする(教 室 ・共用室等か ら自 ・役割分担等 でてまどってい ことががで き

/
5

分たちが学習 しやすい場所を選 る グル ープ には,話 し合 い たか。

._,

択する) が短時間でで きるように助 ・発表方法を工

む
0発 表会に向けて,自 分たちが調 言 す る。 夫す ることが

べた ことを他の グループが分か で きたか 。

るよ うに発表の仕方を工夫す る。

発 O他 の グループの発表を聞 き,学 ・他の グループの発表を聞い ・江戸時代の社

畢 習問題 について様 々な意見を知 て書いた感想や疑問の内容 会の移 り変わ

深
め 2 り,自 分 の考 え に取 り入 れ る。 を確認 し,挙 手を しない児 りにつ いて ま

さ
せ

○江戸時代の社会の移り変わりに 童 も意図的に指名す る。 とめることが

る つ いて,学 習内容 を まとめ る。 で きた か。
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(6)本 時の学 習指導 〔8時 間扱いの4時 間 目〕

① ねらい

② 展開

・調べたことを基 にグループで まとめる。

・学習問題に対す る自分の考えを明確にす る。

主 な 学 習 活 動 教 師 の 支 援 評 価 観 点

O本 時のめあてを確認す る。

(調 べ た ことを グル ープで 話 し合 い,ま とめよ う。)

0各 グループ ごとに調べたこ ○教室 ・共用室 ・児童会室等を 自由 0調 べた ことを基に発

とを基 に話 し合 い,グ ルー に使用で きるように準備す る。 表 して い るか。

プの ま とあ を行 う。 0発 言の少ない児童に調べたことを 0グ ループの発表内容

(教 室 ・共用室 ・児童会室等 基に意見を言 うよ うに助言す る。 を明確にす ることが

か ら学習 しやすい場所を選 ○友達のま とめを必要に応 じて コピ で きた か。

択 す る。)
一で き るよ うに準 備す る

。 ○発表方法にっいて見

0ま とめが終わ ったグループ 0グ ループの発表内容がわか りやす 通 しをたてることが

は,発 表方法について見通 くま とめ られ るよ うに,話 し合 い で きたか。

しを たて る。 の ポ イ ン トを助 言 す る。

○ グループの学 習の進行状況 0わ か りやす い発表方法で グループ

を発表す る。 のまとめがで きるように助言す る。

③ 評価 ・調べ たことを基に グループで まとめ ることがで きたか。

・学習問題に対す る自分の考 えを明確にす るにす ることがで きたか。
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(7)考 察

個に応 じた指導を行 うために,児 童の興味 ・関心に合わせ,調 べたいことを 自由に設定

させた。 このような学習形態 は,児 童の意欲の向上 に役立ち,自 ら資料を集めた り,友 達

との情報交換 を進んで行 った りす るな ど,主 体的 に学習す る姿勢 を引き出す ことにつな

が った。

また,児 童一人一人が,自 分なりの学習方法で主体的に学習を進めてい くことがで きる

よ うにす るために,本 単元で は,学 習スペースを自分たちで自由に選択 させ,話 し合いや

発表会の準備を させた。 その ことにより,児 童 は,他 の グループを気にせず活動す ること

がで きたので,意 欲的に取 り組み休み時間 などその場を使 って,学 習を進めることがで き

た。 また,視 聴覚機器等を自由に使用 させ たので,発 表内容で,OHPを 使用 した紙 しば

いや物語にまとめた ものやニ ュース形式など様 々な方法が出されて きた。

学習の流れ も個人で調べたことか ら,少 人数での グループ学習そ して学級全体での発表

会とい うスタイルをとったので,一 人一人が 自分の考 えを しっか りもち,そ の考えを グルー

プや学級で発表す ることがで きた。また,友 達 との話 し合いを通 して,自 分 自身の考えを

見直 した り,友 達の良 さを認めることがで き,そ の結果 ワークシー トの中には発表の良 い

点が多 く書かれていた。

4研 究 の ま とめ と今 後 の課題

(1)研 究の成果

0豊 富な学習材をそろえ,学 習 スペースを含めた学習環境を工夫す ることで,児 童の学習

意欲を喚起 し,学 習の深ま りと広が りをみることがで きた。

○ 多様 な学 習形態や効果的な指導方法を取 り入れることで,児 童 が主体的に学習す るよ う

にな って きた。

0学 習のプロセスを重視 し,児 童のよさを評価す ることで,児 童が新 たな課題 に意欲的に

取 り組むようにな った。

(2>今 後の課題

○学習 した ことが児童の生活 に生かされるよ うに,指 導の工夫を一層図 っていきたい。

○地域の自然 ・施設 ・人材等を学習材 として有効に位置づ けていきたい。

0児 童のよさを見取 るために,よ り多面的な評価を継続的に行い,個 に応 じた評価を行 っ

てい きたい。
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V【 研究のまとめと今後の課題

1研 究 の ま とめ

共通研究主題 「新 しい学力観 に基づ く指導法の研究 」に迫 るたあに,本 年度は3つ の分科

会を構成 して,研 究 に取 り組んだ。

本研究で は,① 一人一人の 「よさ」を生かすための 支援の在 り方(第 一分科会),② 児童

が主体的 に学 習す るための支援の在 り方(第2分 科会),③ 一 人一人の児童がよ り深 い充実

感を味わ うたあの支援の在 り方(第3分 科会)と,各 分科会がそれぞれの研究を進め る視点

を決 め研究の構想図を作成 し,研 究のね らい,仮 説,方 法を明確にす ることに努あた。

その結果,研 究のまとめと して,次 の3点 が明 らかになった。

(1児 童一人一人の興味 ・関心 や願いや思いを生か した学習過程を工夫 し,児 童相互が認め

合 う学習の場を設定する ことによって,意 欲的に学 習に取 り組むようにな り,一 人一人の

児童の 「よさ」が発揮 され るよ うになった。

(2}児 童が興味 ・関心 をもつ学 習材を用意 し,課 題解決 に必要な学習情報の適 切な提供や教

師の一人一人の児童に対す る適切な賞賛や激励によ って,児 童が主体的 に学習するように

なった。

(3)「 適切 な学 習材 と学習 スペ ースの用意」「多様 な学習形態の工夫」 「学習のプロセ スを重

視す ること」によ って,児 童 は意欲的に学 習す るようになり,よ り深い充実感を味わえ る

ようになった。

2今 後 の課題

本年度は,次 の点が今後 さらに深 めたい課題と して残 った。

(D教 師が児童の 「よさ」を見い出すだけではな く,児 童 自身が 自分や他の人の 「よ さ」を

見い出 していけるような工夫を していきたい。

(2)学 習の過程 における支援の在 り方 とともに,学 習活動,学 習形態,学 習材の提示,学 習

環境の工夫などの視点か らも支援 の在 り方を見っめなお してい く必要がある。

(3}学 習鉋教を地域に広げ,地 域の 自然 ・施設 ・人材等を学習材と して有効に位置づけて い

く必要がある。
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